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　尾道市文化協会は昭和56（1981）年、市内の文化団体を結集して設立されました。平成17（2005）年に
は御調町文化協会及び向島町文化協会と、翌年の平成18（2006）年には因島文化協会及び瀬戸田町文化
団体協議会と合併し、多くの方々に支えられながら、今日に至っています。
　今年度は、５月23日に開催した通常総会において役員の改選が行われ、大本翠山新会長のもと、新た
なスタートを切る年となりました。新型コロナウイルス感染症の影響で中止や縮小が続いていた文化
行事も、規制緩和に伴って本来の形を取り戻しつつあります。志を同じくする仲間と集い、練習や日頃
の成果の発表を行えることに改めて喜びを感じることもあったのではないでしょうか。
　今後も、地域文化の発展と伝統の継承を担う会員の皆様の活動を支援するとともに、尾道市文化協会
の更なる発展を目指し、共に歩んでいきたいと考えております。

　文化協会のホームページをご利用いただけます。
　尾道市のホームページ内にある、尾道市文化協会のページでは、1年間
の行事のお知らせ等をご紹介しています。また、会報誌のバックナンバー
や、尾道市文化協会の諸様式（後援申請書など）も掲載しています。
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月 日 事業名 会場等 主　催
2023年　春の真ん中を生けよう
尾道各流いけばな展

2024の春を呼びこむ
池坊尾道支部　いけばな池坊展

いけばな池坊巡回講座
ーIkenobo2023ー

しまなみ交流館１階　市民ギャラリー

市役所２階　多目的スペース

しまなみ交流館（テアトロシェルネ）

尾道市民センターむかいしまロビー

尾道市民センターむかいしまロビー

尾道市御調文化会館

尾道市民センターむかいしま文化ホール

まちなか文化交流館（Bank）

しまなみ交流館（テアトロシェルネ）

万田発酵HAKKOパーク

浄泉寺

三和ドック(株)本社ビル展望カフェ

ベル・カントホール

尾道市吹奏楽団第29回演奏会

尾道写真クラブ展2023

2023年　尾道美術協会　大作展

「第74回」尾道吟剣詩舞道大会

箏・三絃・尺八による和の調べin尾道

Early Spring Concert 2024

しまなみ海道・秋の音楽休暇村2023

尾道各流華道協会

池坊尾道山陽支部

尾道市吹奏楽団

尾道美術協会

尾道吟剣詩舞道連盟

尾道三曲会（聖琳会）

池坊尾道支部

Ballet Studio Angelet
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令和3（2021）年度　会員行事令和5（2023）年度　会員行事

会報を通じて、文化協会に所属する方々の
取り組みに触れていただきたいと思い、
記事を作成しています。
ご意見・ご感想、取り上げてほしい事柄
など、ぜひ事務局までお寄せください。

文化協会ホームページ

検索 :尾道市文化協会

全日本写真連盟尾道支部
尾道写真クラブ

一般社団法人
コジマ・ムジカ・コレギア



　10月28日(土)、29日(日)の2日間、しまなみ交流
館で『尾道市民音楽芸能祭2023』が開催されまし
た。
　28日はバレエや舞踊といった芸術系、29日は吹
奏楽や合唱など音楽系の舞台発表に分かれ、市内
で活動する文化芸術団体が一堂に会し、華やかな
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令和５年度　各部会での活動

10月28日（土）・29日（日）

尾道市民音楽芸能祭2023（音楽芸能部）
舞台や演奏を繰り広げました。
　来場者からは「文化、芸能は奥が深いと思いまし
た。」「普段触れない音楽に触れられて、癒されまし
た。」「日頃の練習の努力を充分に見ることができ、
素晴らしいと思いました。」などの声が聞かれまし
た。

出演団体（プログラム掲載順）
【10/28】
　バレエスタジオ　アジュレ／こはく会／尾道吟剣詩舞道連盟／撫子会／ふじもん会／
　アロハ　ローゼ　ハウオリ／藤姿会・藤間紫壽衛社中／御調ジャズダンス／
　有道郷土芸能保存会子ども龍王太鼓／翠扇会／舞憂会／鉄心流剣詩舞道
【10/29】
　宮城会　角田社中／ちくし浮城会／尾道市立向東中学校／しまなみ海道・秋の音楽休暇村／
　(社)日本尺八連盟尾道聖琳会／尾道市民合唱団／合唱団「響」／尾道ア・カペラーズ／あんだんて／
　混声合唱団ごましおクッキーズ／尾道男声合唱団コールクレイン／コールいんのしま／
　チャイム ソナーレ／尾道市立日比崎中学校吹奏楽部・尾道市立長江中学校音楽部／尾道市吹奏楽団

　『尾道の美展2023』は、美術部と華道部の協力によ
り、11月８日（水）から12日（日）までの５日間、尾道市
民センターむかいしまにおいて作品の展示を行いま
した。
　１階ロビー会場では華道と写真を、２階の研修室
では彫刻、陶芸、絵画、書など様々なジャンルから多
くの作品が展示されました。
　観覧されたお客様からは、「個性豊かな作品ばかり

11月8日（水）～12日（日）

尾道の美展2023（美術部、華道部）
で楽しかった。」「毎回楽しみにしています。」「日々の
努力がうかがえる作品でした。感動しました。」と好
評でした。
　今後も会員の皆様の文化・芸術活動を発表し高め
る場として、更なる発展と継続を目指します。
　なお、出品数は175点（前年比-7点）、5日間の来場者
数は929人（前年比＋51人）となりました。 

出展団体（目録掲載順）
【美術部】※個人名は個人会員
　（写真）全日本写真連盟尾道支部尾道写真クラブ／向島写真クラブ 
　（彫刻・陶芸）尾道陶芸作家協会／因島吉田彫刻・陶芸／岡　孝博 
　（日本画）尾道日本画協会
　（洋画・デザイン）尾道美術協会／因島美術／向島絵画部／御調洋画教室
　（書）柏樹会／桂交会／蒼風会／墨藤会／杉友会／韜交会
【華道部】
　華道家元池坊尾道支部／華道家元池坊尾道山陽支部／小原流／華道閑渕流尾道支部／華道専正池坊

令和５年度　各部会での活動
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　11月12日（日）に『尾道小径（こみち）散策秋の茶
会2023』が開催されました。このイベントは文化協
会加盟の茶道部４流派の協力のもと、尾道の由緒
あるお寺等を散策しながら、ゆっくりと一服して
いただくことが目的の恒例行事です。
　浄土寺に2席、西國寺に1席、市庁舎2階の多目的
スペースに1席茶席を設けました。
　当日は小雨に降られることもありましたが、午
後には晴れ間も覗かせました。
　どの団体も本格的なお茶席でありながら、気軽
に参加していただけるよう工夫を凝らしており、
今までお茶席に参加したことがない人や、小さな

11月12日（日）

尾道小径散策 秋の茶会2023（茶道部）
お子さまにもお茶を楽しんでいただきました。
　なお、本年の来場者は724人（前回比＋67人）でし
た。

実施会場
◆浄土寺（梅の間） ： 茶道速水流滌源会尾道支部　　
◆浄土寺（方丈） ： （特非）茶の湯歳時記同好会
◆西國寺（無塵楼） : 表千家同門会備後支部（尾道）　
◆尾道市役所（多目的スペース） ： （一社）茶道裏千家淡交会尾道支部

　文芸誌『尾道文化』第42号を発行いたします。巻
頭グラビアは、令和5年に開催された市内各地の夏
祭りをテーマにした、写真作品の特集です。
　会員の寄稿では、地域の歴史に挑んだ評論や身
近な生活のなかの感動が書かれたエッセイ、詩、短
歌、俳句、歴史小説からＳＦ小説まで、幅広い作品
が掲載されています。
　会員外からの寄稿では、林芙美子顕彰会のこれ
までの歩みや、昨年逝去された尾道市立大学教授
の光原百合先生についてのエッセイ、尾道の歴史

3月25日（月）発刊

文芸誌『尾道文化』第42号（文化・文芸部）
とその魅力を紐解く評論といった作品が投稿され
ています。他にも今治市文化協会に所属する団体
から寄稿をいただいています。
　表紙は前号に引き続き、尾道市立大学を卒業し
たグラフィックデザイナーの青井典子さんによる
ものです。夏空の下、尾道東高校のレンガ塀の傍ら
で、林芙美子と光原先生が時を超えて談笑してい
る情景を描いていただきました。
　市内の書店や文化協会事務局で販売しています
ので、是非お手に取ってご覧ください。

『尾道文化』第42号販売情報
販売金額　1,000円（Ａ5判　220頁）
取り扱い店舗：尾道市文化協会事務局（尾道市役所文化振興課）／啓文社／友文館(瀬戸田町中野)／
　　　　　　　なかた美術館／シネマ尾道／みつぎ道の駅／本因坊秀策囲碁記念館

尾道文化第4２号　作者一覧（掲載順）
【会員外寄稿】　寺杣　雅人／藤原　唯恭／井場　淳一郎／田村　禎英／村上　宏治／
　　　　　　　俳句教室 欅の会（今治市文化協会）
【会員】　（評論）住貞　義量／小川　都弘／黒田　信二／林　良司
　　　　（随想）宮奥　正道／藤堂　憲一郎／用松　昌晃／平松　携／村上　朝江／巫　依子
　　　　（現代詩）長光　祐三／山口　美沙子　（短歌）御調町短歌教室／仲尾　修
　　　　（俳句）しまなみ俳句会／銀漢俳句会　（小説）清水　英子／今井　豊／中村　英子



　10月28日(土)、29日（日）に、4年ぶりとなる「第15回瀬
戸田地区文化祭」を開催。瀬戸田市民会館で美術作品の展
示、ベル・カントホールで音楽芸能発表会を行いました。
　また、地域の関係団体によるバザーも行いました。久々
の開催に多数の市民の方が来場され、作品鑑賞や舞台発
表を楽しんで頂きました。文化祭を通じて、各団体の研鑽
と交流、地域の文化振興に取り組んで参ります。

　今年度で最後となる現在
の御調文化会館での御調地
区文化祭には多くの参加
者、観覧者が集まり盛大に
行うことが出来ました。

　因島地区総合文化祭は、昨年度から音楽祭・邦楽
祭を秋と冬に開催することとしています。
　因島市民会館の使用が出来なくなり、瀬戸田町の
ベル・カントホールでの開催となりました。地元で開
催されないことは淋しい限りですが、多くの方々に
応援いただき、出演者一同感謝申し上げます。

　随筆や短歌、小説や読書感想文などのほか、御調中央・西小学校、御調中学校
の児童生徒作品を掲載しています。
今号は特集テーマを「人生百年時代を生きる」とし、5名の方から寄稿をいただ
いています。またグラビア特集は、特別国民体育大会で優勝を果たした御調高
等学校の男子ソフトボール部を取り上げています。
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10月28日（土）・29日（日）

第17回瀬戸田地区文化祭

1月28日（日）

御調地区文化祭2023

11月11日（土）～12日（日）、2月4日（日）

因島地区総合文化祭2023

3月31日（日）発行予定

文芸誌『御調文学』第58号

令和５年度　各地区での活動

第58号表紙

例年の地区文化祭の様子

音楽芸能祭の模様（島衆）

美術展示（水墨画）

令和５年度　各地区での活動

銭太鼓

筝曲・尺八

　尾道市では、しまなみ交流館で10月8日（日）に「吟詠剣詩
舞の祭典」が開催され、県内から11団体が参加しました。尾
道市文化協会からは鉄心流剣詩舞道が参加し、優秀団体に
選ばれました。
　その他の会場では、広島市のJMSアステールプラザで行わ
れた「ミュージックフェスティバル」に出場した尾道女声合
唱団まどか（合唱）の皆さんが最優秀団体に選ばれました。

「第34回尾三地区フェスティバル」は、以下の３会場で開催されました。

　尾道市からは、合唱3、芸能2、日本舞踊1、新舞踊1、吟詠剣詩舞1団
体が参加し、他地域の団体との交流を図りました。
　審査の結果、ふじもん会（日本舞踊）、尾道フラウエンコール（合唱）、ア
ロハ ローゼ ハウオリ（芸能）が最優秀団体となったほか、撫子会（新舞
踊）、鉄心流剣詩舞道（吟詠剣詩舞）団体が優秀団体に選出されました。

　「けんみん文化祭ひろしま分野別フェスティバル」は、県内8地区から推薦された団体が出場し、9月
から12月にかけて、県内各地で開催されました。

　しまなみ交流館で「第22回高校生おのみち演劇祭」を開
催しました。この演劇祭は広島県高等学校総合演劇大会尾
三地区予選を兼ねた大会でもあり、参加6校（尾道北高校、
三原高校全日制、尾道商業高校、三原高校定時制、三原東高
校、尾道高校）による熱演が繰り広げられました。
　最優秀賞は尾道高校の「戦国喫茶店」、優秀賞は三原東高
校の「明日、君を食べるよ」、創作脚本賞は三原高等学校全
日制の「百合と十夜と百年の話」が獲得しました。
　２校は11月にマエダハウジング安佐南区民文化セン
ターで開催された「第62回広島県高等学校総合演劇大会」
に出場、尾道高校が銀賞（中国放送賞）の成績を収め、入賞
を果たしました。
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けんみん文化祭ひろしま’23吟詠剣詩舞の祭典

第34回尾三地区フェスティバル

高校生おのみち演劇祭
10月24日（日）

10月8日（日）

けんみん文化祭けんみん文化祭

三原東高校「明日、君を食べるよ」

尾道高校「戦国喫茶店」

開催日 会　　場 開催分野
２月25日（日）
3月２日（土）
3月3日（日）

しまなみ交流館（尾道市）
三原市本郷生涯学習センター（三原市）
大崎上島文化センター（大崎上島町）

邦楽、日本舞踊、洋舞、大正琴、新舞踊
合唱、洋楽
芸能、民謡、和太鼓、吟詠剣詩舞
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山田流筝曲・倫楓会

お琴の音に魅せられ、毎週日曜日に向東公民館
で「山田流筝曲」を楽しく練習しています。

竹友会

令和６年１月１２日に「三庄サロン」にて歌謡
曲５曲を演奏しました。
事前に歌詞を用意し、参加された高齢者に尺
八に合わせて歌っていただき、健康促進と安
らかな気分になってもらいました。
我々の演奏の後に、小川英山先生による民謡
や歌謡曲など豊な音色での演奏で参加者の感
激の声が聴かれました。
サロンの責任者からは「来年も是非ともよろ
しくお願いします。」と要請されました。

「尾道三曲会定期演奏会」

「三庄サロンで尺八による演奏」

会員活動紹介会員活動紹介 会員活動紹介
邑佑の会

いしかわ百万石文化祭2023で踊ってきました。

尾道女声合唱団まどか

コロナの長いトンネルを抜け、心新たに練習に
励んでいます。10月には、けんみん文化祭’23に
出演し、広島県最優秀賞を頂き感激しました。

「本番が終わり、ホッとした笑顔」

「けんみん文化祭ひろしま’23ミュージック
フェスティバル出演」

尾道フラウエンコール

広島アステールプラザ大ホールのステージで思
いきり歌え楽しませていただきました。

しまなみＳＣコーラス
「いんのしま音楽祭　2023(R5）.11.12」

「メッセージ」「日本昔ばなし」「サウンド・オブ・
ミュージック」を歌いました。平均年齢80才。ま
だまだ、いろいろな曲に挑戦します。

「鉄心流剣詩舞道」

鉄心流剣詩舞道

いしかわ百万石文化祭2023「全国剣詩舞道
祭」に出場しました。

「若智会」

若智会

若智会（若柳流同志会）は因島で地域行事への参
加を中心に活動しています。切磋琢磨しながら
お稽古に励んでいます。

アロハ ローゼ ハウオリ

圓鍔勝三彫刻美術館で３年ぶりに開催されたさ
くらまつりに参加しました。

「みつぎさくらまつり」

「いんのしま市民音楽祭（因島市民会館）出演風景」

混声合唱団　夕凪

私達は指導者を含め総勢26名の混声合唱団で
す。毎週木曜日に因島ふれあいセンターに集ま
り楽しく練習に励んでいます。

びんごフルートアンサンブル

コロナ禍も収まりつつありますが、なかなかメ
ンバー全員で集まれません。でも、やっぱり、フ
ルート大好き!!

「音楽が好き、フルートが好き！」
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①「紫陽花の頃」（生け花）／閑渕流尾道支部　髙田毬子
ブルーとピンクの紫陽花をマツスに緑のつたを粗密にバ
ランスよく赤の花器を使い色彩をいかした作品です。
②「春よ来い」（生け花）／小原流　仙﨑和枝
咲いた咲いたチューリップの花が並んだ並んだ・・・口ず
さみながら庭の花壇のように生けて春を待つ私。
③「渓谷の春」（生け花）／尾道各流華道協会　小林明
渓谷を春霞がゆったりと流れています。それを下から物
見の女性達が、悠然と眺めているようです。
④「春を集う」（生け花）／華道専正池坊　廿日出秀美
新しい息吹を感じる枝や葉を器に飾り優しい色のバラで
まとめてみました。
⑤「優美な貴婦人」（生け花）／華道家元池坊尾道支部
　髙山智子
つるうめもどきとアンスリュームの大きな葉に「優美な
貴婦人」という花言葉のカトレアを添えて生けました。
⑥「霊峰の冨士」（水墨画）／水墨画瀬戸田教室　倉本哲士
経験歴の浅い自分として、この作品は霊峰と冨士の調和
がよく出来ていると思って応募しました。

⑦「健やかに育てよ。」（写真）／
全日本写真連盟尾道支部尾道写真クラブ　平川龍彦
岡山市北区の龍源寺による御滝行の１コマです。祖父の
慈愛あふれた愛情の微笑みに激写したその１枚です。
⑧「RAIL　WORK　Ⅻ」（彫刻）／岡孝博
約９年前よりレールを使用し彫刻作品を制作している。
レールのもつ直進性や永遠性に魅力を感じている。
⑨「わたしのゆもちゃん」（彫刻）／

因島吉田彫刻・陶芸　木須美和子
教室に通い彫刻を始めて５作目でまさかの市美展
受賞。よちよち歩きの娘を思い出しながら心を込め
て作りました。
⑩「夜明けの漁村」（日本画）／尾道日本画協会　小林茂夫
薄暗い夜明けの中、エンジンの音を響かせて、次々と出航
する漁船に何か期待と活力を感じて描いた作品です。

会員作品紹介会員作品紹介

② ③

⑤ ⑥ ⑦

⑨ ⑩

⑪ ⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

題名／作者／ひとこと

⑪「白樺林」（水彩画）／因島美術　田頭たか子
北広島町に、青い空に立つ、白い木に感動した。再度翌年
も訪れた。瀬戸内に住む私は新鮮に見えた。
⑫「晩秋・紅尾道」（油彩画）／尾道美術協会　山口信哉
晩秋のある日、圧倒的な紅の空に遭遇しました。即座に絵
にするしかないと思い、筆をとりました。
⑬「思ひ」（書道）／杉友会　児玉千春
中務集の古筆を大切に、百人一首の和歌を墨の変化、構成
を工夫し作成しました。
⑭「道元禅師の和歌」（書道）／桂交会　垣井賢祥
自然の美をありのまま素直に賞でる道元禅師のお心をイ
メージし、漢字とかなの調和を心掛け作品にしました。
⑮「尾道の街」（水彩画）／御調洋画教室　村上信行
尾道駅前の様子です。おしゃれな街灯 ビルや坂の家々 
行き交う観光客。尾道らしさを感じる場所です。

⑯「刻」（油彩画）／尾道美術協会　梶田憲弘
尾道は歴史も深く、山も海も四季色とりどりの感動があ
ります。尾道の時の流れと色模様を表現しました。
⑰「窓下有清風」（書道）／墨藤会　冨保直子
墨量の多少により、美しいかすれが出るように工夫
しました。文字の大小にも変化が出るように配置し
ました。
⑱「浅茅原」（書道）／蒼風会　井上すみ子
今回の帖作品は全体の流れが１つの絵になるように墨の
配分や空間等気をつけながら細字の美を心がけました。
⑲「翔」（書道）／韜交会　碕木和子
大空にはばたきたいという思いで書きました。
⑳「自然」（書道）／柏樹会　金野由未子
松の木が鮮やかな緑の葉を保っている事に生命力を感
じ、長寿を祝うめでたい句の一つである。 

題名／作者／ひとこと

①

④

⑧

⑳

⑰

⑱

⑲
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　尾道市文化協会は昭和56（1981）年、市内の文化団体を結集して設立されました。平成17（2005）年に
は御調町文化協会及び向島町文化協会と、翌年の平成18（2006）年には因島文化協会及び瀬戸田町文化
団体協議会と合併し、多くの方々に支えられながら、今日に至っています。
　今年度は、５月23日に開催した通常総会において役員の改選が行われ、大本翠山新会長のもと、新た
なスタートを切る年となりました。新型コロナウイルス感染症の影響で中止や縮小が続いていた文化
行事も、規制緩和に伴って本来の形を取り戻しつつあります。志を同じくする仲間と集い、練習や日頃
の成果の発表を行えることに改めて喜びを感じることもあったのではないでしょうか。
　今後も、地域文化の発展と伝統の継承を担う会員の皆様の活動を支援するとともに、尾道市文化協会
の更なる発展を目指し、共に歩んでいきたいと考えております。

　文化協会のホームページをご利用いただけます。
　尾道市のホームページ内にある、尾道市文化協会のページでは、1年間
の行事のお知らせ等をご紹介しています。また、会報誌のバックナンバー
や、尾道市文化協会の諸様式（後援申請書など）も掲載しています。
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文化協会のホームページを
ご利用いただけます。
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月 日 事業名 会場等 主　催
2023年　春の真ん中を生けよう
尾道各流いけばな展

2024の春を呼びこむ
池坊尾道支部　いけばな池坊展

いけばな池坊巡回講座
ーIkenobo2023ー

しまなみ交流館１階　市民ギャラリー

市役所２階　多目的スペース

しまなみ交流館（テアトロシェルネ）

尾道市民センターむかいしまロビー

尾道市民センターむかいしまロビー

尾道市御調文化会館

尾道市民センターむかいしま文化ホール

まちなか文化交流館（Bank）

しまなみ交流館（テアトロシェルネ）

万田発酵HAKKOパーク

浄泉寺

三和ドック(株)本社ビル展望カフェ

ベル・カントホール

尾道市吹奏楽団第29回演奏会

尾道写真クラブ展2023

2023年　尾道美術協会　大作展

「第74回」尾道吟剣詩舞道大会

箏・三絃・尺八による和の調べin尾道

Early Spring Concert 2024

しまなみ海道・秋の音楽休暇村2023

尾道各流華道協会

池坊尾道山陽支部

尾道市吹奏楽団

尾道美術協会

尾道吟剣詩舞道連盟

尾道三曲会（聖琳会）

池坊尾道支部

Ballet Studio Angelet
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11

11

2
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11

1～2

27～28

16

24～１

6～10

12

23

3～4

18

28～29
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令和3（2021）年度　会員行事令和5（2023）年度　会員行事

会報を通じて、文化協会に所属する方々の
取り組みに触れていただきたいと思い、
記事を作成しています。
ご意見・ご感想、取り上げてほしい事柄
など、ぜひ事務局までお寄せください。

文化協会ホームページ

検索 :尾道市文化協会

全日本写真連盟尾道支部
尾道写真クラブ

一般社団法人
コジマ・ムジカ・コレギア


